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資
本
蓄
積
と
長
期
均
衡
に
関
す
る

ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル

資
本
蓄
積
と
長
期
均
耐
に
関
す
る
μ

ピ
シ
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
モ
デ
ル

は

し

が

き

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
の
長
期
動
態
化
を
標
携
し
て
、
「
海
図
な
き
航
海
」

に
乗
り
出
し
た
ハ
ロ
ヴ
ド
流
成
長
理
論
は
、
そ
り
後
多
く
の
批
判
や
検
討

が
加
え
ら
れ
、
今
や
様
々
な
方
向
に
抗
路
を
聞
き
つ
つ
あ
る
-

そ
の
一
つ
の
方
向
は
発
展
的
均
衡
の
成
長
過
程
の
不
安
定
性
を
否
定
し

て
、
安
定
的
な
恒
惜
成
長
の
経
路
を
一
つ
の
参
照
標
準
と
し
て
確
定
す
る

試
み
で
あ
る
。
苦
々
は
そ
の
代
表
的
な
構
図
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
と
カ
ル
ド
ア

白
中
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
で
は
新
古
典
派
の
生
産
函
数
の
分

析
ツ
ー
ル
が
若
干
改
良
さ
れ
て
成
長
模
型
の
中
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
発
民
的
均
衡
の
安
定
性
が
析
出
さ
れ
る
が
、
後
者
で
は
長
期
与
件
の
完

全
内
生
化
、
就
中
、
技
術
進
世
間
数
の
働
ら
き
が
基
軸
と
な
っ
て
同
一
円

拙
呆
が
狙
わ
れ
て
い
る
。

小
論
は
、
資
本
菩
積
の
短
期
均
衡
か
ら
長
期
均
衡
へ
の
安
定
化
ア
ロ
セ

山

ノ弘、

'tr 

恵

俊

ス
に
焦
点
を
置
い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
論
理
の
骨
粗
を
え

ぐ
り
出
す
、
と
と
も
に
、
そ
の
立
脚
点
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意

図
せ
る
も
の
で
あ
る
。

I 

ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
資
木
蓄
積
模
型

資
本
蓄
積
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
の
基
本
構
図
を
次
の
順
序

で
描
く
。
先
ず
所
与
の
生
産
函
数
の
下
で
の
資
本
蓄
積
率
の
決
定
を
論
じ
、

次
に
そ
れ
が
人
口
増
加
と
技
術
進
事
の
要
請
す
る
長
期
均
街
蓄
積
率
か
ら

需
離
せ
る
場
合
の
経
済
の
調
整
メ
カ
一
一
ズ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
。

-
生
産
函
数
、
と
資
本
蓄
積
率

生
産
函
数
を
エ
レ
メ
ン
タ
り
ー
に

D
H
『
(
門
司
)
と
表
現
す
る
と
き

(
O
は
消
費
財
産
出
量
、

K
は
実
質
資
本
量
、

N
は
属
加
労
働
量
)
、
産

出
量
は
二
つ
の
要
因
に
規
定
さ
れ
る
。
第
一
は
実
質
資
本
比
(
一
一

L)

で
あ
り
、
第
二
は
所
与
の
実
質
資
本
比
の
下
で
の
ス
ケ
ー
ル
の
変
化
で
あ

第
八
十
二
巻

四
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資
本
訴
積
と
長
期
均
衡
に
閥
F
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
主
カ

L
M
F
ア
モ
デ
ル

る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
ほ
前
者
に
関
し
て
収
穫
逓
減
、
後
者
に
関
し
て
収
穫
不

変
を
想
揺
す
る
故
、
一
人
当
り
生
産
性
(
閉
)
と
実
質
資
本
比
の
聞
の
生

産
力
闘
数
は

( 

H 

H 
) 

苦
H

」、λ
8
・
ム
怜

v
p

b
R
 

弘!写、
弔|言

八
Cコ

b
L
書
き
あ
ら
わ
す
こ
と
が
で
き
る
ロ

と
こ
ろ
で
ゐ
は
如
何
に
測
定
さ
れ
る
か
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
議
論
の
結
論

だ
け
を
ま
と
め
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
(
問
。
『
E
Sロ
〔
申
〕
匂
司
ロ
ヤ
ロ
ω
〕

刺
子
平
が
支
配
酌
利
潤
率
に
等
し
い
可

E
S
E
-
5可
に
於
ト
r
て
、
資
本

財
の
耐
用
期
間
無
限
大
を
想
定
す
れ
ば
、
投
下
資
本
の
価
値
は
資
本
財
コ

戸
h
f
に
一
致
す
る
。
単
純
化
の
た
め
に
原
料
費
を
無
視
す
れ
ば
、
資
本
財

A

〉

コ
ス
ト
は
近
似
的
に

S

サ
よ
l

s

u

Z

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
よ

ω
は
賃
金

ネ、

T
は
資
本
財
懐
佐
期
間
、

y

は
利
子
平
l
支
配
的
利
潤
串
〉
。
従
っ

て
実
質
資
本
価
怖
は
可
+
↑
?
と
な
り
、
実
質
資
本
比
は
懐
併
期
間

mu
み
な
ら
ず
、
利
子
率
の
函
数
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ

と
は
合
同
)
式
の
生
産
力
函
数
が
資
木
則
懐
雄
期
間
E
雇
川
労
働
監
の
技

術
的
関
係
だ
け
で
決
定
さ
れ
ず
‘
利
子
市
申
が
介
入
し
て
来
る
こ
と
を
物
語

る
。
故
に
、
生
民
刈
曲
線
は
単
一
の
曲
線
で
は
な
く
、

Y

の
値
に
よ
っ
て

具
な
る
多
〈
の
曲
線
の
東
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
」
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
そ
の
中
の
一
一
り
の
生
産
力
曲
線

に
関
し
て
一
時
的
均
衡
点
が
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
左
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
質
賃
金
串
(
初
)
が
与
え
ら
れ
る
と
き
、
資
本
に
対
す
る
利
潤
率
(

y

)

は

第
八
ト
二
巻

(
H
N
)
 

S
N
l
l時屯

;

|
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資
本
蓄
積
と
長
期
均
街
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
そ
デ
ル

苔 flJが
積澗満

C 率の足

" ~\全さ
'-" ~I L 額才し

"1ぺ投ね

同|同)資ば
| はをな

H3Fll恕ら
澗定な

、平すし:s.)
U亡 る一

等の更
しでに
い布、。ロ
且H 母ピ
ち自ン

ロ ソ
Q ン
とヨ t士
匂労
ω 質
担の

じ全
、 額

資消
本費

で
あ
る
。

以
よ
四
個
白
方
程
式
は
何
れ
も
或
る
特
定
の
期
に
関
す
る
も
の
で
あ
る

か
ら
、
生
産
函
数
f
と
期
首
実
質
資
本
量
K
は
所
与
で
あ
り
、
賃
金
率

ω

が
期
首
に
与
え
ら
れ
期
間
中
不
変
と
す
れ
ば
、
未
知
数
問
、
島
、

γ
及
び

I
一K
は
一
意
的
に
決
定
さ
れ
る
。
第
一
図
に
て
、

ω
を
与
え
る
k
き
、

そ
の
点
か
ら
f
曲
線
に
引
い
た
接
線
が
つ
・

3
式
を
満
足
す
る
。
そ
L
て、

そ
の
接
線
が
横
軌
を
切
る
点
の
逆
数
が
均
衡
利
潤
率
を
一
市
L
、
/
曲
線
と

り
按
点
の
横
軸
座
棋
が
均
一
衡
実
質
資
本
比
、
縦
噛
座
標
が
そ
の
生
産
性
を

あ
ら
わ
す
。
以
上
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た
一
時
的
均
衡
値
が
同
時
に
長
期

均
衡
の
条
件
を
満
足
す
る
か
ど
う
か
が
次
の
問
題
で
あ
る
。

ω
「
実
賀

市
町
ザ
ハ

ν
。

川

w

詳
机
な
計
算
は
宮
崎
町
山
審
問
。
そ
こ
で
宮
崎
教
授
は
ロ
ビ
ン
ソ
ン

引

u
e
-
b
A
H
)
の
計
算
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
》

[

「

k
Hい
き
栴

1
ハ
遣
さ
)
N
G

制
そ
の
理
由
0
9・N
)
式
よ
り
山
市

l

h
内

I

l

-

-

H

O

S

F

S

M

』
伊
悶

こ
れ
よ
り
己

ω
〕
式
を
得
る
。

合
2
0
」
と
は
「
賃
金
単
位
で
測
定
せ
る
」
の
意
味
で

2

技
術
進
』
少
な
き
場
合
の
長
期
均
衡

ロピ
Y
ソ
γ
は
人
口
増
加
を
長
期
与
件
を
し
て
、
外
生
的
に
与
え
る
。

従
っ
て
長
期
均
術
蓄
積
率
は
独
立
変
数
と
し
て
の
人
口
増
加
率
(
2
A
)

に

等
し
い
。
即
ち
、
体
系
白
長
期
均
衡
条
件
は

(

「

印

)

」

m

v

d

F
 

に整白均 で
際機己衡乙あ
L 梢 加 値 れ る
てが E置でが。
賃体的あ満
金 系 か る さ
平に、がれ
が い ] 白 、 る
仲和己同bと
縮し調、 l四き
的て整とに
にい的 L は
増るかの
減色。不変
す考ロー数
る え ピ 致 の
こる y /J~ --， 

色 。ツ生期
をそンじ的
あれはた均
ら は 後 左 衛
わ同|同者き値
す叶ーを 、が
方と保そ同
程ゐ証の時
式のす草に

司Eる 離 長
離詞は期

ハヰ
l

b

(

仲
I

L

)

・
(
Q
V
O
)

で
与
え
る
こ
主
が
で
き
る
。

(
H
3
式
の
導
入
は
仏
系
を
勤
学
化
す
る

D

即
ち
、
賃
金
率
の
変
化
は

生
産
力
曲
線
上
の
均
衡
点
を
変
化
事
せ
る
と
同
問
に
、
極
大
利
潤
率
を
変

化
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が
更
に
生
産
力
曲
線
白
体
を
横
軌
に
沿
っ
て
シ
フ
ト

さ
せ
る
。
そ
の
シ
フ
ト
の
度
合
は
機
械
化
の
高
度
化
せ
る
も
の
程
、
即
ち

h
m
大
な
る
程
、
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
第
一
図
。
如
く
、
生
産

力
山
線
は
左
方
シ
フ
ト
に
つ
れ
て
、
そ
の
勾
配
が
大
き
〈
な
る
ロ
そ
し
て

新
し
い
生
雌
力
商
数
の
下
で
次
期
の
諸
変
数
の
均
衡
値
が
決
定
さ
れ
る
。

(
]
{
町
〉

第
八
十
二
巻

四

五

第
六
号

ノ、
五



「果蒋う l 肯で(
代」をけず自き従同I ，~
替左通るる官るつν，~

効閉じか で邑極て〉資
果ぷて。あ汗大問泊三本
'l~実質ろ『利芯

とが質金 うに潤引な積
昨、資勝。 於は喜子シ
ぷ他本貴そい下+ 長

Y 方比はこて落トよ WJ
」、のー で成す P ぇ;均
故実値方均立る〉品衛
ι 質をで衡す己 E 一三に
色資全三きると )t閑

本体支 f 生がでャ
円上七的自 i産手あ f る

の に的本力想、る t ロ

C j均低;flj比函せか(ピ
街め潤の数らら H ン

)値る半イ白(才し 、3 ソ

式を~ ~は子{る次式ン
よ 日 こ l 如、期よ t

りめれ5t1J111Jは従 に り Z
るを子力で左つ於，~
~ ~率る芳てし冶|雪で
こ ~FIj '-J 影 に、て
れ干の響シ次MsV 亡
を効下をプ期待。下

ア

モ

デ
パ〆

副島

h
p
s
 

h
b
 

(
速
さ
)
代
目
“
同
四

k
b
w
 

L
得
ら
れ
、

h
ョ
v
o
除
問
〈
ロ
ヨ
選
V
"と
が
想
定
せ
ら
れ
る
の
で
、

R

N

b

.

弘、
f
N

L
F
 

叫
引

v
c
と
な
る
か
ら
で
あ
ゐ
。
以
上
の
相
反
す
る
二
つ
の
効
果
の

う
ち
、
代
替
効
呆
の
方
が
太
き
い
と
仮
定
し
て
よ
い
の
で
、
賃
金
臨
盤
以

内
均
衡
実
質
資
本
比
の
値
を
高
め
る
で
あ
ろ
う

(
p
v
p
)。
第
一
図
に

て
、
き
↓

5
に
よ
る
「
利
子
効
呆
」
は
地
↓
心
で
、
「
代
替
効
果
」
は

巴
ー
↓
同
で
跡
づ
け
ら
れ
る
。
そ
し
て

m
、
r
、

I
r
の
新
均
衡
低
は

き
〉

F
3
7
い)八三日
l
叩
て
な
る
。
か
く
て
第
二
期

/
E
¥

〆

E
、

F

資
本
蓄
積
率
は
初
期
の
そ
れ
よ
り
下
落
す
る
。
し
か
し
尚
も
、

M
Vお

な
ら
ば
、

A
N
E
V
口
と
な
り
、
以
上
と
同
一
の
論
理
に
て
第
三
期
資
本
蓄

借
入
十
二
巻

回
一
六

冗
」
八

第
六
号

積
率
ば
疋
に
下
手
る
ロ
か
く
し
て
ん

γ
H
Z成
立
し
始
め
て
童

の
変
動
は
停
止
L
、
体
系

2喜
和

成

立

す

る

で

あ

?

。

叶

〈

h

D

ケ
ス
で
は
よ
述
と
反
対
の
経
過
を
辿
っ
て
長
期
均
衡
が
成
守

す
る
。き

て
、
以
上
の
構
図
は
無
限
連
続
的
な
生
産
力
曲
線
を
仮
定
し
た
が
、

そ
の
代
り
に
指
郡
山
料
的
な
生
産
力
函
数
と
実
質
資
本
比
の
上
限
〈
技
術
フ

ロ
ン
テ
ィ
ア
)
を
考
え
る
止
、
上
述
の
議
前
は
種
々
の
修
飾
を
蒙
る
。
先

ず
、
連
続
的
な
生
庄
力
函
数
の
場
令
に
は
賃
金
車
の
僅
か
な
変
動
も
均
衡

実
質
資
本
止
を
変
動
品
A

」
せ
る
が
、
甲
山
町
劇
的
な
生
産
力
商
数
で
は
、
賃
金

率
が
変
動
し
て
も
均
衡
実
質
資
本
比
が
変
動
し
な
い
よ
う
な
賃
余
率
範
凹

が
各
技
術
に
つ
い
て
存
在
す
る
。
そ
し
て
二
つ
の
賃
金
率
範
凶
の
境
界
点

己
は
対
応
特
る
二
つ
の
技
術
が
等
し
い
棋
大
利
潤
率
を
生
み
出
す
巴
従
勺

て
、
連
続
酌
な
生
産
力
関
数
の
場
合
に
は
賃
金
率
変
化
の
利
千
効
来
と
代

替
効
果
が
同
時
に
発
生
し
た
が
、
今
度
は
そ
れ
ら
が
時
間
的
に
分
離
す
る
。

例

え

ば

い

v
Zケ
ス
の
長
期
均
衡
化
フ
ロ
セ
ス
設
の
如
く
で

E
 

あ
る
ロ
先
ず
賃
金
騰
貴
が
境
界
的
賃
金
率
を
僅
か
越
己
た
と
こ
ろ
で
、
今

迄
併
布
吐
る
二
つ
の
技
術
の
う
ち
、
よ
り
両
度
な
技
術
へ
の
代
詳
過
程
が

開
始
し
、
過
荊
貯
蓄
は
機
械
化
の
高
度
化
に
吸
収
さ
れ
る
。
こ
の
代
替
過

程
が
定
了
し
た
後
に
、
更
に
賃
金
が
上
井
す
る
と
、
次
の
成
界
的
賃
金
率

に
到
る
ま
で
は
技
術
の
代
誌
は
行
わ
れ
な
い
が
、
賃
金
騰
穴
に
伴
う
支
配

的
利
潤
率
的
戸
下
落
に
よ
っ
て
生
産
力
曲
線
は
左
カ
に
V

ア
ト
し
、
均
街
実

質
資
本
比
の
値
を
下
落
さ
せ
る
。
即
ち
、
利
子
効
呆
だ
け
が
働
ら
く
局
面



で
あ
り
、
こ
の
周
回
で
は
蓄
肢
は
賃
金
騰
穴
に
吸
収
さ
れ
る
。
体
系
は
か

か
る
け
用
面
交
苔
の
連
続
的
過
程
を
辿
っ
て
長
期
均
衡
に
近
づ
い
て
ゆ
〈
が
、

も
し
そ
の
途
次
で
技
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
に
実
き
当
る
と
、
そ
れ
以
後
は
過

剰
諸
軒
は
+
一
部
賃
金
騰
世
に
吸
収
さ
れ
、
利
潤
率
は
下
落
し
、
従
っ
て
蓄

積
率
の
下
落
は
急
速
に
た
る
。
遂
に
仏

γ
n
』
が
成
立
す
る
と
体
系
は

れ

旬

、

叫

お

長
期
均
衡
に
到
達
す
る
じ

ω
こ
こ
で
は
、
利
子
効
果
心
大
き
さ
が
設
仙
羽
目
の
懐
焼
却
問
と
附

用
年
以
に
依
存
す
る
「
正
由
な
ヶ
1
ス
」

hp
考
え
て
い
る
。
(
問
中

ヴ

HHHωoロ〔由〕円
γ

H

D
品目)

働
こ
れ
は
通
常
「
リ
カ
ル
ト
効
呆
」
(
間
百
円
品
。
何
時

2
6
と
呼
ば

れ
て
い
る
が
、
そ
の
呼
び
名
は
融
自
に
は
至
当
で
は
な
い
。
も
と
も

と
「
リ
カ
ル
ド
効
果
」
は
要
素
の
相
対
価
格
。
変
化
が
要
素
代
替
を

惹
起
す
こ
と
を
意
味
L
て
い
た
(
民
主
島
〔
∞
〕
)
。
ロ
ゼ
ン
ソ
ン
は

賃
金
脈
貴
が
機
械
価
格
を
同
一
比
例
で
嶋
市
凡
さ
せ
る
時
一
ハ
従
っ
て
相

対
価
格
不
変
)
で
さ
え
、
機
械
と
労
働
の
異
っ
た
比
率
の
技
術
は
そ

の
有
利
性
が
変
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
か
か
る
効
果
を
同
?

百
日
凶
。
ロ
〔
己
〕
ハ
ヲ

S
U
で
は

E

同
民
向
島
自
由
ロ
σ
同時
0
2
=
と
昨
ぷ
ロ

こ
の
点
が
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
伝
統
的
生
産
商
数
諭
批
判
の
一
つ
の
論
拠

と
な
っ
て
い
る
(
問
。
E
ロω
Q
ロ
〔
@
〕
町
・
臼
田
町
)
。

同
ロ
ピ
ン
ソ
ソ
は
か
か
る
長
期
均
御
状
態
を
「
除
金
時
代
」
(
問
。

ヴ
田
吉
田
〔
国
〕
町
四
回
)
と
右
つ
け
、
生
産
力
曲
線
併
の
均
衡
点
心
軌

跡
を
「
長
一
直
資
本
比
曲
線
」
(
同

5
5
m
g
〔
匂
〕
匂
白
と
と
呼
ぶ
。

ω
技
術
進
止
少
な
く
、
人
口
一
定
の
経
済
む
長
期
均
街
は
担
¥
同
=
H
3

I
C
で
、
こ
れ
は
生
産
駒
が
全
部
質
生
に
分
配
宗
れ
て
、
出
町
さ
わ

る
「
経
済
的
士
相
状
態
」
(
問
。
ぴ

E
S口
言
、
目

v
aし
で
あ
る
ロ
反

対
に
、
人
口
増
加
率
が
臨
め
て
高
い
場
合
に
は
賃
金
率
が
生
存
引
水

準
ま
で
下
落
し
、
マ
ル
サ
ス
法
則
が
人
口
増
加
ψ
阻
止
し
て
長
期
均

耐
を
成
立
せ
し
め
る
。

技
術
進
歩

ι
長
期
均
衡

人
口
一
定
と
仮
定
し
、
技
術
進
歩
の
内
容
を
次
の
如
く
規
定
す
る
。
川

純
粋
科
学
の
近
宇
品
、
技
術
的
発
明
、
発
見
に
由
来
す
る
「
自
動
的
発
明
」

E
E。
E
E
E
m
匝
Z
E
E担
)
で
あ
り
、
何
「
売
上
高
申
位
当
り
費
川
を

節
減
す
る
こ
と
を
論
一
の
目
的
と
し
て
辺
入
き
れ
る
も
O
」
(
問
。
げ
目
的
。
ロ

口
呂
田
u

巳
)
で
あ
り
、
山
更
に
、
一
定
の
率
で
起
り
、
同
も
円
滑
な
仕

方
で
紙
起
す
る
の
で
可
自
民
同

E
H
r
q
を
撹
乱
し
な
い
。-

-
.
、
.
、

ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
か
か
る
技
術
進
歩
に
つ
い
て
、
利
潤
率
一
定
の
仮
定
白

下
に
、
そ
の
類
加
を
行
う
。
中
立
的
技
術
進
歩
と
は
市
出
量
単
位
当
り
実

質
資
木
と
骨
働
を
同
一
程
度
に
節
減
さ
せ
る
技
術
進
事
で
、
従
っ
て
実
質

資
木
比
は
一
定
に
と
ど
ま
る
。
資
本
使
川
的
進
事
は
労
働
の
節
減
度
の
方

が
大
き
レ
も
の
、
資
本
節
約
的
進
歩
は
資
本
の
節
減
度
が
大
き
い
も
の
で

ー

あ
る
。
従
勺
て
実
質
資
本
比
は
前
者
で
は
上
回
升
し
、
後
者
で
は
減
少
す
る
。

こ
れ
ら
は
生
産
力
関
数

3
・
3
式
を
時
の
経
過
主
共
に
次
の
如
く
変
化
さ

ぜ
る
。 3 

資
本
評
判
担
と
長
期
均
術
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
を
デ
ル

第
八
十
一
一
巻

四

七

第
六
号

ノ、
七



資
本
蓄
積
と
長
期
均
衡
に
闘
す
る
ロ
ビ

γ
ソ、
d-
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア

E

モ
デ
ル

(

戸

叶

)

ヨ

1
0十、
H
V
H
H入
、
即
時
)
・
」

vhu静
司

令

l
C

μ
は
生
産
性
上
井
率
、
日
は
技
術
進
歩
の
偏
向
度
を
日
切
ら
わ
す
。
即
ち
、

E

I

C

は
中
立
的
、

E

V

D

は
資
本
使
用
的
、
耳
〈
己
は
資
木
節
約
的

進
事
を
あ
ら
わ
し
、
第
一
図
の
生
産
力
曲
線
を
夫
々
、
垂
直
方
向
、
左
方

及
び
右
方
に
吹
き
上
げ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
各
期
目
均
衡
値
は

2

3
・

Q
E
N
)司

0

3
・
(
「
と
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
技
術
進
恭
の
行
わ
れ
る
場
合
の
長
期
均
衡
は
知
何
。
人
口
一
定

き

2

を
仮
定
す
れ
ば
、
第
t
期
の
必
要
蓄
積
率
は
立
叫
引
と
な
る
か
ら
、
体

系
の
長
期
均
衡
の
条
件
は

」

p

z

w

h

R
1
F
H
 

(

戸

田

)

定で
、こあ

賃れる
余 が 。

は記埼
年さ
々れ
lュる

昇と
F き
る、
。体

そ系
の t主
際長
の期
賃 1勾
金衡
上状
升足長
率に
戸¥在

き|き日
¥J利

は i閏
平

h
h
r
 

H
H

】
十

l
i
l
-
-

一「十ユ
y

労働に即に
こ i動分 と ち 従
こ分配 ど 、 う 3 ) 予 三
で自己率ま質 υ ;。
長率はる金よ)
期は漸がはっ
均漸 減、生て叶
衡 増 し資産、制
条 L 、本性中 ~i工
件て h 使と立引立
つゆ芋用等的制

るt蓄量とま
さ悩歩 fc
Z 進£仁 F
1日歩?紅 1

川〕

る ぐヘ与し)
と急)、の

^で従場
進 片はつ合
唱 二恥ては

~ ;PI害年|号
立 引与八単 l

的.，0-1::'= 1:は H
な υ 、不立
場 4労変

四
一
一
人

合
は

7
7な
る
故
、

l
h

」
で
あ
る
が
、
進
歩
が
資
産
川

臣
、
資
本
節
約
的
か
に
応
じ
て

j
N
T
で
あ
る
か
ら
、
山
げ
と

(
不
等
バ
サ
同
順
守
即
ち
、
前
者
で
は
、
年
々
、
生
産
性
増
加
よ
り
大
な

る
資
本
蓄
積
が
必
要
と
ぜ
ら
れ
る
の
に
対
L
、
後
者
で
は
生
戸
町
憎
加
を

下
廻
る
菩
積
が
必
要
と
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
資
木
使
川
的

進
歩
で
は
資
本
不
足
が
生
じ
勝
ち
な
の
に
対

L
、
資
木
節
約
的
進
歩
で
は

余
剰
資
本
が
生
じ
勝
ち
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
、
企
業

家
は
余
剰
資
本
を
持
ち
越
す
よ
り
不
込
資
本
を
調
達
す
る
方
が
容
易
で
あ

る
、
ー
と
い
う
認
識
か
ら
、
資
本
使
川
的
技
術
進
歩
の
長
期
的
均
衡
は
実
現

し
そ
う
な
の
に
対
L
、
資
本
節
約
的
進
歩
の
そ
わ
は
絞
れ
易
い
と
い
う
非

対
称
性
を
導
き
出
し
て
い
る
。
ハ
同

o
E
Z
S
3〕
司

呂

田

)

最
後
に
、
長
期
均
衡
条
件
が
怖
さ
れ
な
い
場
合
の
調
整
メ
カ
ニ
ズ
ム
如

何
。
論
理
は
人
口
哨
加
の
場
合
と
同
じ
a

呉
る
点
は
以
前
は
賃
金
水
準
の

変
化
が
調
整
作
用
金
行
勺
た
の
に
対
L
、
今
度
は
賃
金
よ
井
卒
の
変
化
が

L

F

F

 

同
じ
役
割
を
演
じ
る
。
例
え
ば

l
|
〉
主
ー
l
ぃ
ー
の
五
離
に
際
し
て
は
質

F

F

 

A
1
率
が
利
判
中
申
を
一
定
に
保
つ
程
度
以
上
に
上
昇
す
る
。
即
ち
円
は
下
落

し
、
従
っ
て
仲
は
下
落
す
る
。
そ
の
昔
、
利
子
効
呆
は
生
産
力
曲
線

を
左
方
に
シ
フ
ト
さ
せ
、
代
特
効
果
は
均
衡
実
一
氏
資
本
比
を
引
き
上
げ
る
。

」

F

P

こ
の
よ
う
な
調
整
作
1
i
|
|
H
E
l
l
が
成
立
す
る
ま
E
継
J

長
9
5

司

V

N

t

同封

F
H

山
叫
〈
主
斗
の
場
合
は
そ
れ
と
ま
経
過
を
辿
っ
て
長
期
均
衡
に
収

束
す
る
。

ー

、

、

ω
ロ
ピ

γ
ソ
リ
ノ
は
悶
で
は
ヒ
ァ
ク
ス
の
分
削
来
持
(
要
京
量
不
変
1r

ー

第
八

γ
二
巻

第
六
号

〆、

ノス、



し
た
場
合
の
要
素
O
限
界
生
産
刀
の
相
対
的
変
化
)
を
そ
の
ま
ま
採

り
れ
た
が
、
そ
れ
に
対
す
る
ハ
ロ

v
f
の
批
判
に
示
唆
さ
れ
て
、
限

界
生
産
力
の
変
他
に
際
し
て
資
本
立
が
新
L
い
位
置
に
適
応
し
た
後

円
状
況
を
分
類
恭
単
と
す
る
に
も
ち
た
。
(
問
。
E
S
O
H
H
E
匂・

5
∞む

そ
の
狙
い
は
、
要
素
代
肘
の
弥
刀
性
を
増
入
し
な
い
で
技
術
進
事
の

分
類
と
分
配
車
の
変
化
を
山
接
に
結
び
つ
け
る
こ
と
に
在
っ
た
。

L

〕

〕

か
し
は
で
は
労
働
#
一
定
の
仮
泌
が
な
さ
れ
て
い
た
が
、
叩
で
そ
の

〔

〔

恒
定
が
取
去
ら
れ
、
町
で
自
動
的
発
明
と
誘
発
的
発
明
(
生
産
力
曲

〔

融
の
均
衡
点
目
変
動
)
の
区
別
を
付
け
加
え
本
文
の
如
き
分
類
基
埠

を
確
立
す
る
に
五
午
、
た
。

ω
そ
の
計
算
は
次
の
如
く
で
あ
る

D

第
t
期
の
社
会
的
生
産
力
(
D
U
)

は
』
J
1
5
H、
技
術
進
歩
(
人
口
一
定

)
r
よ
る
社
会
的
生
産
力
の

哨
加
〈
h出
)
仕

h
p
l
h
E
司
、
従
っ
工
、
第
t
期
中
に
坤
湘
す
ベ
昔

必
要
新
資
本
草

(
A
R
I
)

は

h
h
l
p
¥吉
t
h
H
J
Hな
少
坦

s
t
F

は
限
界
実
宜
資
本
係
数
)
し
乙
な
る
ロ
と
こ
ろ
が
第
f
期
首
の
資
本

ス
ト
ヴ
ク
は
同
何
日
F
H『
で
あ
る
か
ら
、
第
t
期
の
必
要
佐
川
積
率

(
A
H
F
¥
同
乙
は

h
m
¥同
1
E
w
h
¥
相
ー
と
な
る
。

川
明

(H・N
)

式
よ
り
さ

H
塁、

(
H
+
忌
)
、
ァ
一
定
L
ζ

す
れ
ば
ミ

+
h
s
u

ー
民
は
直

|

l
、
こ
れ
よ
り
(
戸
田
)
式
を
得
る
。

同+喝iU+ANW)

E 

ロ
ビ
ン
ソ

Y
と
カ
ル
ド
ア
の
対
決
点

(1) 

木
節
は
以
上
の
ロ
ぜ
ン
ソ
ン
の
長
期
均
衡
模
型
の
特
徴
と
、
そ
れ
に

資
本
指
針
と
長
期
均
耐
に
閲
す
る
戸
ピ
ソ
ソ

ν
・
モ
デ
ル
〉
」
カ
ル
ド
ア
ぞ
デ
ル

九

対
決
す
る
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル
の
加
い
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
る
。

上
述
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
に
於
い
て
、
所
与
の
技
術
的
知
識
の
下

で
長
期
均
衡
蓄
積
率
に
対
す
る
各
期
均
衡
蓄
積
率
の
自
己
調
整
作
用
を
保

証
す
る
要
因
と
し
て
、
賃
金
及
ぴ
利
潤
率
の
変
動
に
対
し
て
臨
め
て
敏
感

な
実
質
資
本
比
を
織
り
込
ん
だ
「
丙
常
な
」
生
産
同
数
が
導
入
さ
れ
た
。

か
か
る
「
正
慣
な
」
生
産
函
数
の
設
定
こ
そ
ロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
を
し

て
ハ
ロ
ソ
ド
に
始
ま
る
ケ
イ
ン
ズ
剥
成
長
模
型
か
ら
区
別
せ
し
め
る
最
も

重
要
な
点
で
あ
る
。
ハ
ロ
ッ
ド
流
モ
デ
ル
で
は
資
本
係
数
、
従
っ
て
ま
た

実
質
資
本
比
が
技
術
的
に
固
定
さ
れ
、
賃
金
及
び
利
澗
率
の
変
動
に
反
応

を
示
さ
な
い
と
こ
ろ
の
「
特
殊
な
」
生
産
函
数
を
想
定
し
て
い
る
り
で
あ

る
。
モ
し
て
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
の
存
期
均
衡
蓄
積
率
は
ハ
ロ
ッ
ド

の
保
証
成
長
率

ιに
対
応
し
、
長
期
均
衡
蓄
積
車
は
自
然
成
長
率
仏
に
対

応
す
る
が
、
か
か
る
生
産
函
数
の
設
定
の
差
異
が
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ

ル
に
於
け
る
二
つ
の
蓄
積
率
の
事
離
を
目
己
調
秩
的
た
ら
し
め
、
ハ
ロ
ヅ

ド
・
モ
デ
ル
に
於
け
る
二
つ
の
成
長
率
の
語
維
を
恒
久
的
措
離
た
ら
し
め

る
結
果
を
伴
う
の
で
あ
る
a

ハ
μ
v
ド
理
論
の
か
か
る
側
面
を
ロ
ビ
ン
ソ
ン
よ
り
以
前
に
認
識
し
、

成
長
模
型
に
可
変
な
生
産
係
数
の
導
入
を
最
初
に
試
み
た
の
は
ビ
ル
ビ

γ

で
あ
v
た。

〕

-

ピ
ル
ピ
ン
は
、
ハ
ム
ハ

l
ク
ー
に
従
っ
て
、
丸
を
資
木
完
全
利
用
成
長

〔

{

率
、
仏
を
労
働
完
全
雇
用
成
長
率
k
解
釈
し
、
要
素
の
不
完
全
刺
用
は
硬

直
的
な
生
産
係
数
の
想
定
か
ら
生
じ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
即
ち
.
生
産

第
八
十
二
巷

凶

九

第
六
月



資
本
i
h
u

桁
と
長
期
均
術
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル

第
八
十
二
巻

四

0 

一じ。

係
数
が
可
変
で
あ
れ
ば
、
「
個
々
の
要
素
成
長
率
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
両

要
素
の
完
全
利
用
と
全
く
両
立
す
る
と
こ
ろ
の
唯
一
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
増

加
率
が
存
在
す
る
。
」
(
辺
守
己
〔
由
〕
旬
開
山
口
)
そ
し
て
投
資
の
所
得
創

出
効
果
が
そ
れ
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
珂
要
素
は
完
全
に
引
用
さ
れ
続
け

る
。
そ
の
時
に
は
個
々
の
要
素
供
給
率
は
相
等
し
く
あ
る
こ
と
は
必
ず
し

も
必
要
で
な
い
。
此
を
停
滞
ケ
l
ス
に
適
用
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

停
滞
状
態
は
資
本
供
給
成
長
率
が
労
働
力
成
長
率
よ
り
大
な
る
場
合
で
あ

る
が
、
そ
の
時
に
生
じ
る
「
7

正
常
な
」
ぺ
一
産
力
山
線
に
泊
っ
て
運
動
は
労

働
に
対
し
て
資
本
の
比
率
を
高
め
る
方
向
に
行
わ
れ
る
の
で
、
高
い
貯
蓄

率
は
吸
収
さ
れ
、
非
有
意
的
失
業
は
山
避
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
が
ピ
ル
ピ
ン
の
分
析
で
は
個
々
の
嬰
素
供
給
成
長
率
の
弔
離
が

車
業
聞
の
代
蓄
を
悲
ー
起
す
た
め
の
媒
介
と
な
る
も
の
が
認
識
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
か
か
る
媒
介
要
因
と
し
て
賃
金
変
化
並
び
に
要

素
相
対
何
格
の
変
化
を
噂
入
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
ピ
ル
ピ

γ
の
一
認
識
を

一
歩
進
め
た
も
の
之
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
e

ま
た
、
ピ
ル
ピ
Y

は
資

本
と
労
働
の
完
全
代
替
性
を
陰
伏
酌
に
仮
定
L
、
生
産
係
数
の
適
応
行
動

は
一
瞬
に
し
て
完
了
す
る
乙
と
に
よ
り
要
素
の
相
対
的
過
剰
が
解
消
す
る

と
い
う
取
扱
い
を
為
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対

L
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
目
王
ア
ル

で
は
持
続
的
な
生
産
力
商
数
の
場
合
に
終
始
せ
ず
、
非
連
続
的
な
生
産
力

函
数
と
技
術
フ
ロ

γ
テ
ィ
ア
を
考
え
る
こ
と
に
上
り
、
謡
曲
担
率
が
長
期
均

街
へ
調
整
さ
れ
て
ゆ
く
時
間
経
路
を
賃
令
変
化
が
蓄
積
半
を
増
減
さ
せ
て

調
整
か
は
か
る
局
間
と
実
質
資
本
比
り
変
化
が
過
剰
要
素
を
吸
収
し
て
事

第
六
号

態
を
改
善
す
る
局
面
之
の
局
耐
交
梓
の
縦
起
と
し
て
拙
か
れ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
具
体
的
経
過
の
一
認
識
は
ピ
ル
ピ
ン
の
早
版
半
真
で
は
期
待
L
Kノ

べ
く
も
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

倒
き
て
、
ロ
ピ
Y

ソ
Y

目
モ
デ
ル
O
以
上
の
如
き
側
面
に
対
し
て
カ
ル

ド
ア
は
如
何
に
対
決
す
る
か
。
カ
ル
ド
ア
は
技
術
町
選
択
が
利
潤
卒
乃
至

要
素
の
桐
対
価
格
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
を
否
定
し
去
る
の
で
な
い
が
、
そ

の
事
実
を
無
視
す
る
論
拠
を
川
+
長
9
る。

第
一
の
論
拠
は
、
技
術
の
選
択
は
支
配
的
利
潤
率
や
支
配
的
利
子
率
に

依
存
す
る
土
り
む
し
ろ
視
々
の
型
の
資
本
財
の
相
対
価
格
に
依
存
し
、
そ

し
て
そ
の
相
対
価
格
は
資
本
者
加
と
技
術
進
歩
と
共
に
変
化
す
る
、
と
い

う
観
点
か
ら
生
じ
る
。
例
え
ば
、
先
進
国
の
企
業
家
が
道
路
工
事
。
際
ジ

句
ベ
ル
の
代
り
に
プ
ル
ド
l
ザ
を
使
う
の
は
資
本
蓄
積
が
充
分
で
技
術
の

進
歩
せ
る
先
進
国
で
は
シ
ャ
ベ
ル
の
タ
ム
で
の
プ
ル
ド

l
ザ
の
仙
絡
が

よ
り
安
価
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
勿
論
、
賃
金
分
前
向
上
升
は
プ
ル
ド

ザ
の
使
川
を
刺
戟
す
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
第
一
次
接
近
、
と
し
て

無
制
し
う
る
。
(
同
巴
門
古
川
〔
。
U

]

担
。
口
旧
日
〉

こ
の
よ
ろ
な
機
械
価
格
の
認
識
は
価
格
現
象
及
び
分
配
分
の
決
定
に
於

け
る
限
界
生
産
力
説
の
担
否
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
第
二
の
よ

り
強
力
な
論
拠
が
生
じ
る
。
カ
ル
ド
ア
に
よ
れ
ば
、
技
術
の
選
択
が
利
潤

単
乃
至
利
子
率
に
依
存
F
る
と
い
う
点
を
強
調
す
る
と
と
は
「
価
格
過
程

及
び
分
配
分
の
決
定
の
説
明
に
於
吋
る
基
本
原
理
と
し
て
限
界
生
産
力
説

を
受
け
入
れ
る
こ
と
と
本
米
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
何
故
な
ら
ば
、
長
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割
当
て
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
産
出
量
単
位
当
り
よ
り
多
く
の

.
‘
.
‘
.
、
.
、
、
‘
.
、
、
、
‘
.
、
.
、
.
、
、
、
、
、
‘
.
、
、
‘
.
、

資
本
(
労
働
)
乃
至
よ
り
少
な
い
資
本
(
労
働
)
を
必
要
と
す
る
一
連
の

.
、
、
‘
.
、
.
、
.
、
、
、

技
術
の
聞
の
選
択
で
あ
る
か
ら
。
」
(
同
巴
宕
可
〔
日
〕
目
。
。
日
時
O
E
E百
戸

時
点
引
用
者
)

と
れ
を
ー
の
議
論
に
川
し
て
説
明
す
る
。
先
ず
、
(
同
国
)
式
は
賃
金
が

与
え
ら
れ
た
と
き
の
利
潤
率
γ
極
大
の
条
件
で
あ
っ
た
が
、

γ
を
一
定
と

し
て

ω
を
極
大
す
ゐ
条
件
を
求
め
て
も

G
・
3
式
が
得
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
仰
は
労
働
の
限
界
生
産
力
川
向
に
等
し
い
こ
と
が
証

ql
司

明
で
き
る
。
即
ち
、

0
・
3
式
よ
り

弘
翠

(

旧

同

)
N
G
l
ヨ

l
l

九』町

が
得
ら
れ
る
が
、
他
方

O
H
ヨ
司
よ
り

q

q

q

 

(

M

3

1

翌

十

苔

司

q
議

弘

司

吋

出

「

H

き

出

町

如

、
坦
げ
ら
れ
、
従
っ
て
N
b
l
h
p
が
成
立
す
る
。

。坦

そ
こ
で
カ
ル
ド
ア
は
限
界
生
産
力
説
に
も
と
づ
く
資
本
蓄
積
模
型
を
次

の
如
く
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
「
あ
ら
ゆ
る
概
会
的
困
難
か
ら
雄
れ
て
、

理
論
(
限
界
生
産
力
説
l
引
用
者
)
は
成
長
経
済
の
相
対
的
に
重
要
で
な

い
様
相
に
怜
1
日
出
を
集
中
す
る
。
と
い
う
の
は
蓄
積
は
(
所
与
白
技
術
知
識

の
干
で
)
資
本
構
造
の
様
化
の
形
を
と
ら
な
い
で
、
む
し
ろ
技
術
過
訟
や

労
働
力
叩
増
加
L

乙
歩
調
を
保
っ
て
行
わ
れ
る
か
ら
。
賃
金
主
利
潤
が
現
存

水
準
に
在
る
理
由
と
し
て
、
も
し
そ
う
で
な
い
な
ら
ば
貯
蓄
・
投
資
市
場

と
労
働
市
場
の
同
時
的
均
衡
と
両
立
で
舎
な
い
よ
ラ
な
様
化
の
過
不
足
が

生
じ
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
理
論
は
呑
み
込
み
難
い
も
の
で
あ
る
。
」

(
問
問
広
司
〔
印
)
司
自
・
)

L

乙
こ
ろ
で
限
界
生
産
力
説
を
排
斥
す
る
カ
ル
ド
ア
は
如
何
な
る
分
配
理

論
を
持
っ
か
ロ
彼
は
ケ
イ
ン
バ
的
思
考
方
法
に
従
う
。
即
ち
、
ケ
イ
ン
ズ

自
身
の
分
配
理
論
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
乗
数
原
理
を
分
配
の
決
定
に
援

用
す
る
こ
と
に
よ
り
ケ
イ
ン
ズ
的
分
配
理
論
を
作
り
上
げ
、
そ
れ
を
継
承

す
る
@
次
の
郁
く
で
あ
る
。

総
産
山
居
Y
が
所
与
で
あ
る
如
き
完
全
雇
用
状
態
を
想
定
し
、

α
を
資

本
家
貯
蓄
性
向
、
日
を
労
働
者
貯
苦
性
向
と
す
れ
ば
貯
蓄
函
数

M
1
9司

+
E司
l
a
可
十
司
(
師
、
l』

U
)

よ
り

(
P
は
利
潤
畳
、

W
は
賃
金
支
払
高
)

(
N
U
)

匂

1
(
Q
1
U
)
H
U
+
司

ー
吋

1

4

が
得
ら
れ
る
。
そ
こ
で
句
川
同
が
成
立
す
る
と

(
N
3
式
は

N

U

H

『

E

Q
t

ー

-
H
i
l
l
i
-
-

守

a

E

司

Q

E

と
な
る
ロ
ケ
イ
ン
ズ
の
仮
定
で
は
恥
は

α
、

2
君

臨

し

て

不

変

な
独
立
変
数
で
あ
る
か
ら
、

(
N

企
式
は
利
潤
分
前
が
投
資
産
出
量
比

率
に
依
存
し
て
決
定
き
れ
る
こ
と
を
あ
ら
わ
す
。
そ
し
て
賃
金
丹
、
聞
は
産

白
量
ー
叩
の
利
潤
取
得
残
余
と
さ
れ
る
。

カ
ル
ド
ア
の
分
配
理
論
は
こ
の
よ
う
な
賃
金
残
余
説
と
し
て
の
ゲ
イ
ン

資
十
本
事
積
と
長
期
均
衛
に
関
す
る
P

ピ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル
ー
と
カ
ル
ド
ア
モ
デ
ル

第
八

γ
二
巻

凹

第
六
号

七



資
本
蓄
積
と
長
期
均
荷
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル

ズ
的
思
考
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
し
て
投
資
率
を
独
立
変
数
と
せ
ず
、
そ

れし
L

利
潤
中
小
の
同
に
同
数
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
ケ
イ
ン
ズ
の
枠

を
一
歩
拡
げ
て
い
る
。

ゆ
以
上
は
「
正
常
な
」
生
産
同
数
の
資
本
蓄
積
棋
型
へ
の
導
入
と
い
う

ロ
ビ
ン
ツ
ン
・
モ
デ
片
の
絞
心
に
対
決
す
る
カ
ル
ド
ア
の
論
拠
と
立
場
を

明
ら
か
に
し
た
が
、
次
に
も
う
一
つ
の
対
決
点
た
る
「
基
礎
的
諸
条
件
」

就
中
、
技
術
進
歩
の
取
扱
い
に
つ
い
て
論
じ
る
。

戸
ピ

Y

ソ
ン
は
人
口
増
加
と
技
術
進
歩
合
非
経
済
附
要
凶
と
し
て
、
体

系
外
か
ら
規
制
し
た
の
に
対
L
、
カ
ル
ド
ア
は
こ
れ
ら
を
完
全
に
門
生
化

す
る
。
技
術
進
歩
を
内
生
化
す
る
論
拠
は
次
の
如
く
で
あ
る
@
「
労
働
者

一
人
当
り
資
本
使
月
の
増
加
は
或
種
の
刺
広
を
夏
本
寸
る

E
こ
ろ
の
優
秀

技
術
り
導
入
を
必
要
な
ら
し
め
る
D

(

中

略

〉

他

方

、

労

働

生

産
性
を
引
き
上
げ
る
技
術
革
新
は
一
人
当
り
資
本
使
用
の
増
加
を
必
要
な

ら
し
め
る
。
従
っ
て
社
去
が
資
本
を
吸
収
す
る
ス
ピ
ド
は
そ
の
技
術
的

動
態
性
と
発
明
、
祈
技
術
導
入
の
能
力
に
依
存
す
る
。
」
(
同
己
仏
司
〔
∞
〕

p
g
F〕
か
か
る
一
認
識
に
基
づ
い
て
、
カ
ル
ド
ア
は
生
産
性
増
加
埠
と
一

人
当
り
資
本
増
加
阜
の
聞
に
同
数
関
係
(
技
術
進
歩
函
数
)
を
設
定
す
る
。

そ
れ
は
第
一
次
接
近
と
し
て

で

こ表
の わ
よき
うれ
なるの

語。 ~I~
8'， 
諸。
条、
件+
の 『

E P|与
化 l

は~

ロ V
Cコビ w

γH  

ソ V
YR  

V 
毛 D

) 

デ

ノレ

~ 

(
同
町
一
)

第
入
十
二
巻

凹

第
六
日

七

対
比
す
る
と
き
、
次
の
二
つ
の
結
呆
を
伴
う
。

ωロ
ビ
ン
ソ
ン
モ
デ
ル

で
は
「
正
略
な
」
生
産
函
数
を
基
軸
に
長
期
均
街
へ
の
体
系
の
調
整
機
構

が
考
え
ら
れ
、
そ
の
調
整
過
程
は
体
系
外
的
に
与
え
ら
れ
た
人
口
増
加
率

及
び
技
術
進
ル
/
率
へ
向
つ
て
の
資
本
帯
積
半
の
一
方
的
収
束
過
程
k
し
て

措
か
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ヵ
ル
ド
ア
は
技
術
進
歩
函
数
主
投
資
問
数

(
後
述
)
に
調
整
作
月
を
担
当
さ
昔
、
調
義
過
程
は
一
部
は
資
本
蓄
積
率

の
調
整
色
、
一
部
は
人
口
増
加
盟
及
び
技
術
進
詳
の
山
己
調
整
と
の
両
側

か
ら
進
行
す
る
。

ωロ
ビ
ン
ソ

γ
・
そ
デ
ル
で
は
技
術
進
歩
の
中
立
性
や

分
配
率
不
変
の
経
験
的
事
実
を
体
系
内
的
に
は
説
明
で
き
な
か
っ
た
が
、

カ
ル
ド
ア
は
そ
れ
ら
を
内
生
前
諸
力
守
口
門
官
官

E
0
5

同

0
2
2
)
の
結

果
と
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
叫
ち
、
体
系
の
長
期
均
衡
ト
品

へ
一
直
門

H
H

俸
が
成
立
す
る
状
態
〕
は
同
時
に
中
立
的
技
術
進
歩
を
あ

/

S

R

F

、

ら
わ
す
の
で
、
長
期
均
衡
に
向
う
内
在
的
傾
向
の
存
夜
は
技
術
進
歩
の
中

立
性
、
従
っ
て
分
配
率
不
変
の
停
系
内
的
説
明
を
い
み
す
る
の
で
あ
る
門

矧
を
改
め
て
カ
ル
ド
ア
の
ナ
ぐ
れ
た
分
析
装
置
を
構
築
し
よ
う
。

ω
人
口
白
内
生
化
は
マ
ル
サ
ス
理
論
に
依
拠
す
る
。

ω
ー
の
議
論
と
の
統
一
を
図
る
た
め
、
以
下
の
記
号
法
も
ー
の
そ
れ

に
従
う
。
但
し
、
資
本
財
の
伺
値
は
ロ
ピ

γ
ソ
γ
で
は
賃
金
単
位
で

測
定
さ
れ
た
が
、
カ
ル
ド
ア
は
「
資
本
設
備
に
体
化
さ
れ
た
鋼
鉄
の

総
重
量
の
タ
l
ム
」
(
同
巳
口
問
〔
由
〕
司

-
s
p
u
e
測
定
さ
れ
る
。

尚
、
技
術
進
事
函
数
は
厳
留
に
ま
札
(
h
S
¥送
)

V

O

内
に
沼
¥
三

f
札

(
h
司
司
1

.

n
同

(
h
F
¥

ミ

〈
口
な
る
の
。
ロ
dEM門戸
3
4
R血
な
曲
仙
酬
を
あ
ら
わ
す
が
、
第
一
次



資
本
者
積
と
長
期
均
街
に
関
す
る
P

ピ
ソ
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
そ
デ
ル

接
近
ー
と
し
て
民
に
九
唱
¥
日
)

1

0

を
仮
定
す
る

R
H
〔

h
b
¥
b
v

E 

カ
ル
ド
ア
の
資
木
蓄
積
模
型

ー
と
同
じ
様
に
、
先
ず
与
え
ら
れ
た
技
術
的
状
況
(
一
人
当
り
資
本
と

人
当
り
生
産
性
の
問
の
技
術
的
関
係
所
与
)
の
一
下
で
の
資
本
蓄
積
率
の

決
定
を
前
じ
、
次
に
そ
れ
が
技
術
進
事
函
教
と
人
口
菌
数
の
要
請
す
る
長

期
均
街
蓄
積
率
と
吊
離
す
る
場
合
そ
の
需
離
が
消
滅
さ
ら
れ
ゆ
く
調
整
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
示
そ
う
。

1

所
与
の
技
術
的
状
況
。
下
で
の
資
本
蓄
積
率
の
決
定

労
働
量
所
与
、
且
つ
完
全
雇
用
の
組
足
。
下
市
一
、
貯
蓄
投
資
均
衡
図

式
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。

貯
蓄
函
数
は
次
式
の
如
く
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

(

叫

】

)

日

目

l
Q同

J
+百

(
回
、
駒
」
口
同

)
C
V
Q
V
E
V口
)

投
資
函
数
は
次
の
如
き
企
業
家
の
投
資
決
意
に
基
い
て
形
造
ら
れ
る
。

ω
資
本
利
潤
率
が
与
え
ら
れ
る
主
き
、
資
本
最
と
売
上
高
の
聞
に
一
定

の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
望
む
。
山
、
こ
の
望
ま
し
い
資
本
量
と
売
上
高

の
聞
の
関
係
は
資
本
に
対
す
る
期
待
刺
潤
率
の
増
加
函
数
で
あ
る
。
山
、

来
期
も
前
期
E
同
じ
売
上
高
増
加
と
利
潤
率
が
得
ら
れ
る
も
の

k
期
待
寸

る
。
か
く
し
て
f
期
の
資
本
量
芯
は

(
と
)
同

RIP-『
(
付

)
T
(民
V
G

『
V
D
)

で
あ
ら
わ
き
れ
る
。
こ
れ
よ
り
次
の
如
き
投
資
同
数
が
作
ら
れ
る
。

よ虫日
う f可 さ
固にて

(決
ω 定所

C さ与
.....'r" __f'.れの と司
;:"i;~でる技 川

cヵ:fE EF 
てD 'C~'; I-f'J 、 μ

;.; -iJti ?1I:::o 
_~ '-' 11，係 l F 
?式戸戸¥
主は 主 同l吋"，1"，吋

書置町'iIi
~I" きい不山|山ム
，...~' ，...-喚て:変~~

え晶、f 柄! 三ノ

らーに f¥  

れ期於 q 
て資い 十i

本て '" 者7 資 ~I~
稲本 ~~iï~ 

率蓄 " l'ー

を棋 でf
求率 j 

めは

(
M
M
)
 

(
M

・H
h戸
)

州 1c る貯ば件すけて包と
川 F 不IJ 蓄、はれる産 M な
と潤を吋匂袋ば末出)る
技増越← 1"1 、知さ式
術 加 え が同こ数れにと
条 に る 短斗れはる代こ

件ょの期国?ら吋|可所入ろト，I~
同|吋りで投2'1=ぐの← 1"得すが什目
l' '司冊 、都 値‘ でれ V ，

よ離航値でが吋1"，あば^T'
りは格よあ決叶回る ~l Ko 可

I聞がりる定及。を u ，.....1-: 
第滅費低 。 さ び 従 得 及 斗 ム
ーす JIJ か何わ ~Iι つるび 1':''''' 
期るに勺故 る ，'1"て o Po 
資か対 tこな 。と ~y， はどぐ1 ?1
本ら し場らかな ω は既
蓄でて合ばかり;;;'Kl J日，与
積あ上投、 る 、 」 に で 「
率る"昇資こ短そ式全あ ~I:回

出 o L 計れ期れと労り~
ιρ|ロ こ 、 画が的に(働、 + 
がのそは成均 hF 晶ま~
決均の利立術 111- g:'をた l、
定衡結珂 F の 旬 、 ) 操 そ Eq|討
さ投果可る安官式作れ l 

れ資生能な定導にさら月|司
る芸評じなら条入於せを | 

(ωω
凶
〉

J
 

1
 

(
 
乗
数
原
理
は
こ
れ
ま
で
可
¥
吋
を
所
与
と
し
て
S
と
ー
の
均
衡
が
Y

第
八
十
二
巻

四

捕
六
号

七



第
八
十
二
巻

b 
目

資
本
帯
積
と
長
期
均
衡
に
関
ず
る
ロ
ピ

γ
ソ

γ
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル

の
変
動
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
を
説
明
す
る
原
理
と
し
て
発
展
し

〕

て
来

t
u
(
ル
ル
ド

7
4
は
そ
の
適
用
例
で
あ
る
)
。
然
し
、
刀
ル

〔

ド
ア
は
長
期
動
態
悦
型
は
ケ
イ
ン
ズ
的
失
業
を
排
除
し
て
構
想
さ
る

べ
き
と
考
え
(
円
巴
且
司
冨
〕
り
・
回
目
印
〉
、
以
上
の
よ
う
に
労
働
力
所

与
、
完
全
雇
用
心
想
定
の
下
で
り
来
数
原
理
の
適
用

(
Y
を
所
与
と

し
S
と
ー
の
均
衝
が
可
¥
可
変
動
を
通
じ
で
行
わ
れ
る
)
り
注
を
聞

い
た
の
で
あ
る
。

人
口
一
定
の
場
合
の
長
期
均
衡

ふさ守

h

w

J

h

ケ

吋

人
口
一
定
で
あ
る
か
ら

|

1

1

1

1

1

1ト
と
な
り
、
技
術

ヨ

討

-

P

同時

進
歩
間
数
九
回
目
)
式
よ
り

込
吋
R

お

(日・

6

」下
unN屯
+
司
、
、
内

と

E
L

F

2

y

 

治
相
何
ら
れ
る
ω

長
期
均
衡
状
態
で
土

1
1
1
1
Jい
が
成
立
す
る
の
で
、
長

、t

同
h

F

期
均
街
蓄
積
率
は

(
ω
C
式
よ
り

4
同
凶
判
と
な
る
。

こ
町
長
期
均
衡
が
安
定
か
U

と
う
か
は
初
期
資
本
蓄
積
率
が
長
期
均
衡
苔

積
率
か
ら
靖
離
し
た
時
の
爾
後
の
資
本
蓄
積
率
の
時
間
経
路
を
求
め
る
乙

と
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
雪
る
。
そ
れ
は
各
期
の
資
本
蓄
積
率
を
規
定

す
る
投
資
函
数
(
日
目
)
式
を
技
術
進
歩
凶
数
(
白
人
日
〕
式
に
投
入
す
る
こ

と
に
1
6
っ
て
求
ま
る
替
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
明
示
的
に
解
く
己
正
は
不
可

能
で
あ
る
の
で
、
次
の
よ
う
な
単
純
化
手
続
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
解
C

Z

ソ
セ
シ
ス
を
明
ら
か
に
す
る
。

2 

回

目

第
六
号

。ω
)
式
よ
り』

n

v

h

司
、
』

¥

H

J

H

J

I

H

J

M

J

ー

l
l
h「

+
E

、lI
l
l
i
-
-
-

F

F

/

m

h

H

¥

討

を
得
る
が
、
先
ず
(
凶
・

3
式
の
左
辺
第
二
頃

H
を
捨
象
し
た
場
合
の
解
を

訣
定
し
、
そ
の
後
で
捨
象
項
の
効
果
を
検
討
す
る
。

そ
こ
で
最
」
冊
の
手
続
を
行
え
ば

(u
・
3
式
は

(日・日)

円
、
高
刷
、
J

I

(
臼
問
問

)

l

ぃ1
1
1
1ぃ
υト

』

ロ

吋

I

と
な
り
、
こ
れ
と
(
臼
土
式
よ
り
資
本
蓄
積
率
白
時
間
経
路
を
示
す
定
法

万
程
式(臼・∞)

』
ロ
コ
、
、

H
r
H

、、

|

1

3

1

!

 

』

口

「

同

;

を
得
る

初

期
l 去ξ

?i'~最
A 半

11民割回
、|を

+与
~\え

同|同れ
'1"' ，工

川 R ごう

こJ 式
てそ の

」般

Wi 
，~ 

(
ω
-
u
J
 

止
な
る
。
左
辺
第
二
項
が
第
t
期
資
本
蓄
積
率
の
長
期
均
衡
蓄
積
率
に
対

す
る
市
離
値
を
あ
ら
わ
す
。
従
っ
て
一
司
、
八
日
が
長
期
均
衡
の
安
定
朱

件
で
あ
る
ロ

か
か
る
均
衡
化
プ
ロ
セ
ス
に

2

3
式
第
二
項
目
は
如
何
な
る
影
響
を

及

ぼ

す

か

。

警

一

項

目

導

入

の

効

果

主

主

重

量

制

の

変

伯

主
利
潤
率
仰
の
変
化
の
合
成
果
で
あ
る
。
前
者
は
次
の
如
ノ
u
v
r
定
で
き

る。
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。
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凶

"Y 
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茸I

R 
吊 l

Rc 

資
本
当
稿
と
長
期
均
街
に
関
す
る
ロ
ピ
ゾ
ソ

ν
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
モ
一
フ
ル

第
八
十
二
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五

四

五
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資
本
格
積
と
長
期
均
衛
に
関
す
る
ロ
ピ
ソ
ソ

γ
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
・
モ
デ
ル

以
上
に
よ
り
依
系
の
長
期
均
衡
の
安
定
性
が
一
説
明
さ
れ
た
。
上
述
の
均

」

P

R

、、

¥

L

『

/

衡
化
プ
ロ
セ
ス
を
|
|
〈
|
|
|
丁
寧
J

な
る
ケ

1
λ
に
つ
い
て

同
N

H

『、

F

F
羽
一
、

図
示
す
れ
ば
第
二
図
の
如
く
で
あ
る
。
第
1
象
限
に
於
い
て
凹
印
、
曲
線

〔

3
3
2
2わ
ず
〕

LLJ曲
線
〔
(
日
空
式
〕

2
点

に

い

4

2

 

の
均
衡
値
が
決
定
さ
れ
る
。
次
に
か
は
第
2
象
限
の

C
F
直
線
宗
一

ー

と

唱

‘

の
勾
配
が

ιL「
を
あ
ら
わ
ず
)
に
よ
っ
て
れ
い
γ

を
写
像
す
る
。
こ
の
J
I
H

E

P

 

番

長

野

技

術

重

要

司

容

よ

さ

に

よ

っ

て

や

長

A
M
、

』

ベ

ト

凶

定
す
る
。
己
の
場
合
ト

v
ー
で
あ
る
か
ら
、
投
資
函
数

3
・
3
式
に

}
J

阿
-

司

ム

司

l

ド

l
H
主
|
い
よ
り
大
な
る
値
吉
正
る
べ
く
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

片岡

t

F

L
。
何
故
な
ら
投
資
函
数
第
二
項
の
正
の
効
果
が
働
ら
く
か
ら
。
そ
の
際

れ
は
引
上
げ
ら
れ
る
の
で

D
同
〉
直
隷
は
正
の
方
向
に
回
転
す
る
と
其

」

F

A

吋
s

に
口
、
山
線
は
上
方
に
V

フ
ト
す
る
。
カ
か
る
経
過
が

H
I
l
l

同

羽

目

下

戸
川
、
、
の
成
立
す
る
よ
至
る
ま
で
継
起
す
る
。
出
ー
も
は
長
期
均
衡
へ
の

収
束
経
路
を
あ
ら
わ
判
。

ω
カ
ル
ド
ア
は
こ
の
仮
定
を
明
示
し
ピ
い
な
い
。
カ
ル
ド
ア
は
「
旦

討
の
変
化
は
、
仏
の
G
に
対
す
る
如
何
な
る
動
き
を
す
る
場
合
も
、

正
で
あ
る
。
何
故
な
ら
F
D
上
昇
は
資
本
・
産
山
量
比
率
閉
¥
切

の
下
落
を
相
殺
す
る
以
上
だ
か
ら
」
(
同
己
山
内
》
同
〔
合
〕
司
目
白
P

酢
は

木
稿
の

L
F
¥
割
、

G
は

l
司
、
に
相
当
す
る
)
と
論
じ
て
い
る
が
、

]
戸
『

そ
の
よ
う
な
保
証
は
体
系
内
に
存
在
し
な
い
。
そ
れ
は
「
理
由
」
で

第
八
オ
二
巻

第
六
号

七
六

同
三
六

は
な
く
「
何
定
」
で
な
く
て
悶
な
ら
な
い
。

ω
何
故
ιな
ら
ば
、
一
ハ
ロ
〕
及
び
(ω

叫
)
式
よ
り
い
H
(
良
、

hy)

寸

J

M

M

h

h

h

h

+(司、
l
ト
-

h

が
得
ら
れ
る
が
、
こ
の
式
は
出
¥
吋
F

D
固
定

同
ド
、

l
削
什

値
に
対
し
て
口
、
直
線
が
討
¥
~
口
の
増
減
L
ζ

同
一
方
向
に
シ
フ
ト

す
る
ζ

と
合
物
語
る
か
ら
で
あ
る
。

ω
カ
ル
ド
ア
の
作
悶
は
投
資
菌
数
の
第
一
一
項
を
捨
象
し
た
ま
ま
で
あ

る
の
で
長
期
均
衡
へ
の
収
束
径
路
は
町
線
に
沿
う
。
(
同
巴
且
Q

同
〔
3

23)従
っ
て
わ
れ
わ
れ
の
号
曲
線
と
配
線
の
ず
れ
が
投
資

函
数
の
第
二
項
の
到
来
を
あ
ら
わ
す
。

3

人
口
函
数

t
長
期
均
衡

上
述
は
人
口
一
定
の
仮
定
の
下
で
資
本
蓄
積
の
長
期
均
衡
の
安
定
性
を

検
討
し
て
き
た
い
か
、
最
後
に
己
の
仮
定
を
除
去
し
よ
う
。
カ
ル
ド
ア
は
、

マ
ル
サ
ス
理
論
に
従
っ
て
、
人
口
増
加
率
を
生
存
手
段
増
加
率
の
函
数
と

す
る
が
、
次
の
制
限
を
つ
け
る
。

ω
人
口
増
加
率
に
は
極
大
値
が
存
在

す
る

e

仰
こ
の
極
大
他
に
到
達
す
る
ま
で
は
人
口
増
加
率
は
所
得
増
加

率
に
等
し
い
。
〔
同
巳
ι
o
H

〔
白
〕
司
・
白
色
)
か
く
し
て
人
口
函
数
は

ι
柑

Lm(hmAL)

(日・団)

民主
~ 

( 

討lE
V 
』
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資
本
菩
積
と
長
期
均
衡
に
関
す
る
ロ
ピ

γ
ソ
ソ
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
毛
デ
ル

で
あ
ら
わ
さ
れ
る
。

(
i
は
人
口
の
極
大
成
長
率
三

こ
の
よ
う
江
人
口
商
数
白
導
入
に
よ
っ
て
資
木
蓄
積
の
時
間
経
路
は
如

何
な
る
阿
世
評
伝
う
け
る
か
。

最
初
に
、
労
働
と
資
本
の
増
加
に
対
す
る
収
穫
不
変
を
想
定
し
、
従
っ

て
人
口
増
加
に
よ
勺
て
技
術
進
歩
函
数
(
(
ド
ヨ
式
〉
の
形
と
位
置
は
変
化

L
な
い
場
合

t
考
察
す
る
。
こ
の
場
合

Q

S
式
の
代
り
に

方 L りが
程て，<>.成
式 、河足立

案」 i「す
れ ，"-るわ
ら吋可。 1.":
れと出と~I討
ば Q で発 11 

:ムあ点 Q、
)りに十
式 、 於 (
よ単い ? 
り純て も
資化 It::... -J 
本さ0;1'ペ ，0. 
苔れ..I'~ '.:<副司
唱えた 〈 吋，-
車投~ + 
の資 1. "? 
日年同 ~ ，-， 1 

間数才刷出

量2ほ
を EQ 
刀言 、ノ ∞ 
すを)

定採式
差別よ

(

同

国

)

」

F

r

h

H

R

、、

判

例

い
H
H

吋ー

を
得
る
。
そ
の
解
は回

目

、

、

(ω

口
)
阿
山
l
H
H

阿川
l

十
副
司
(
m
l
H
)

で
あ
ら
わ
さ
れ
、
体
系
は
完
全
発
散
す
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
と
と
ろ
が

人
口
増
加
率
の
天
井
え
が
体
系
の
発
散
を
防
ぎ
作
め
る
役
割
を
演
じ
る
。

‘司

即
ち
、
所
得
の
発
散
的
成
長
の
途
次
に
於
い
て
」
下
〉
討
と
な
る
時
点

A

弓

と

〔

P
と
す
る
〉
以
後
は

Q

3
式
よ
り

J

4

1

』
で
あ
る
か
ら
、

(u・

3
式
は

(
ω
H
O
)
 

(
臼
・
月
九
州
ド
H
H
Q
、
、
+
(
同
町
、
、
)
芋
司
、

J
W

』
了
間

h
M
m

仮技場率と と
定術合次はな 書
す進をに"る Q き

れ事考入 ll~c: ~か
ば C"l察口司卜 ω 

l 数 L 澗、^

ヤギ f自:手国1"..~ 
Q 方 。 に u ハ 11 従
ぷ に単於主同小つ

ヒ純いせな，1 ，て
c:恥化て、;S "，1 第

I 到ミの土 故工 1
-'tこ士由 、 T 期

心 つめの 体¥とシ以
d主己、所系十後
府 内 v 人アi は---

v 口性収~!，?<資
よ だ瑚が 融 l ネー

け加 JIJ( す~菩
k .  住 専!車君主 るーl 蔚
司五 きの逓 。よ|民ゐ

-F変減 長セ|時
五 げ化を期+間

らに悲 均、 h 経
~I. れよ起 衡こき路
"'1日るっす蓄守は

2ヒてる 積 4

(

凶

】

h
山
)

路を
は得

るの。

そ
」

で
l、

目':C:

〈
』
を
仮
定
す
れ
ば
、
資
本
蓄
積
率
の
時
間
経

量 U にで

ii "'1 '"収あ
不 H 紋る

変 J す
にーャ|魚、 る ? 
と l、。苛:l、
どとそ，::-'Iu-. .....iL 
まな L ~I ミ:C'円
るりて、

Z d需とて1'，
13〉f蓄をよ
こ人首長ナ E司1"'
の当に孟 l 
こり於呈
と資 い金引岳、
は 本て嘉¥'--"
カ量は 22fヘ

下表示直EP弓
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資
本
稿
加
と
長
期
均
衡
に
関
す
る
ロ
ビ
ン
ソ
ン
・
モ
デ
ル
と
カ
ル
ド
ア
モ
デ
ル

に
照
応
す
る
も
白
で
あ
る
。
「
ご
く
緩
慢
に
し
か
技
術
進
歩
が
行
わ
れ
ず
、

可
能
な
人
口
成
長
率
が
相
対
的
に
大
ふ
亨
¥
而
も
収
穫
逓
減
に
し
た
が
う

経
済
に
予
と
っ
て
は
、
所
得
(
及
び
資
本
〉
の
長
期
均
衡
成
長
率
は
央
っ
た

組
の
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
人
当
り
産
出
量
と
一
人
当

り
資
本
を
時
間
に
豆
勺
て
一
定
に
と
ど
ま
ら
し
め
る
と
こ
ろ
の
人
口
成
長

率
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
(
同
己
皆
円
包
〕
匂
目
白
∞
)

年

、

h討

迫

骨

円

詩

情

同

師

、5
h

z

h同
n

b

h

h

」
『

リ
|
|
十

M

l
卜
+

F

を

考

慮

す

れ

ば

(ω

き

」

5

.

h

P

R

。
)
式
を
得
る
。

ω
カ
ル
ド
ア
は
収
穫
逓
減
の
ケ
ー
ス
で
は
技
術
進
歩
雨
数
を
本
来
の

ノ
シ
噌
り
ニ
ア
ー
な
形
に
戻
し
て
議
論
を
風
聞
し
て
い
る
が
そ
の
根

抱
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
ハ
同
巳
ハ
H
O
円
〔
申
]
口
匂
・

2
。i
H
∞
)
拙

稿
は
数
学
的
取
扱
い
を
容
品
に
す
る
た
め
リ
ニ
ア
ー
な
技
術
進
歩
函

数
の
ま
ま
議
論
を
進
め
る
。
従
っ
て
論
理
由
展
開
は
全
都
カ
ル
ド
ア

か
ら
離
れ
て
い
る
が
、
結
論
は
同
一
で
あ
る
。

b

J

h

目

制
こ
り
議
論
は
」
叩
〈
討
を
似
定
し
た
が
、
そ
の
代
り
に
」
刈
l

E

A

吋

E

V
L
な
る
場
合
を
阪
定
す
れ
ば
、

(ω
・H
N
〉
式
は
」
下

l

k、
+

(
日
『
、
〕
』
三
+
面
、
、

ip

と
変
化
し
、
従
っ
て
長

h

期
均
衡
軒
桁

ー、、

PR

、、

:
4

率

は

批

早

や

同

ー

で

は

な

く

、

Q

+

L

E

叶

川

副

司

門

司

、-
4
w
j

し
人
口
調
官
、
収
穫
逓
減
の
経
済
で
は
本
文
の
如
く
吋
叫
〈
L

之
想
定
す
る
方
が
よ
り
現
実
的
で
あ
ろ
う
。

第
八
十
二
巻

四

ノ1

第
六
号

七
ノ¥

む
す
び
に
か
え

τ

ハ
μ

ッ
ド
の
設
定
し
た
P
U

と
仏
の
自
然
的
・
恒
久
的
軍
隊
は
資
本
係
数

不
変
の
想
定
に
淵
源
し
て
い
た
。
ー
と
こ

b
が
こ
の
想
足
は

ω所
与
の
技
術

的
知
識
の
下
で
の
資
本
係
数
不
変
の
畑
出
足
と
、

M
W技
術
進
端
の
中
立
祉
の

旭
定
ー
と
の
二
つ
の
側
面
を
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
資
本
蓄
積
の
長
期
均
衡

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
導
出
す
る
に
当
っ
て
、
前
者
に
着
目
し
た
の
が
ロ
ピ
シ

ソ
Y
で
あ
り
、
後
者
に
着
目
し
た
の
が
カ
ル
ド
ア
で
あ
っ
た
e

小
論
は
こ

の
二
つ
の
謀
本
構
図
の
前
迎
構
造
花
け
を
描
き
出
し
士
が
、
稿
を
結
ぶ
に

当
っ
て
、
彼
等
の
論
理
展
開
の
背
後
に
資
本
主
義
経
済
に
つ
い
て
の
見
方

の
差
興
が
潜
ん
で
い
る
三
と
を
簡
単
に
ノ
ー
ト
し
て
お
こ
う
。

ロ
ビ
ン
ソ
ン
が
ハ
ロ
ゥ
ド
の
想
定
の
第
一
の
側
面
に
挑
ん
だ
の
は
却
に

ハロ
y

ド
の
「
論
出
一
の
不
足
」
を
補
う
こ
之
だ
け
を
目
指
し
た
の
で
は
な

い
。
彼
立
は
資
本
主
義
経
済
に
関
し
て
、
ハ
ロ
ッ
ド
閃
(
町
田
国
)
の
よ
う

に
自
然
的
要
凶
に
も
と
づ
き
二
つ
の
類
推
を
設
定
す
る
こ
と
を
拒
人
で
ど

の
よ
う
な
段
階
に
於
い
て
も
日
常
な
生
産
函
数
の
運
行
す
る
唯
一
つ
の
資

本
主
義
経
済
を
考
え
、
私
的
企
業
家
の
利
潤
動
機
を
基
軸
に
し
て
資
本
苔

積
の
強
力
な
同
己
実
現
の
態
拡
を
担
握
し
ょ
に
Y
と
し
た
の
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
に
刀
ル
ド
ア
も
資
本
の
向
己
貰
徹
を
捉
え
た
が
、
彼
は
内
牛
一

化
さ
れ
た
「
基
礎
酌
諸
条
件
」
た
る
技
術
進
歩
巨
資
本
蓄
柑
の
相
互
作
用

を
け
ん
場
に
し
た
。
そ
し
て
私
的
企
業
の
利
潤
極
木
化
原
理
や
正
常
な
生
産

函
数
の
放
郷
の
背
後
に
は
、
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
の
変
化
を
規
制
す
る
要
因
と
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